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世界の2030年の技術別のCO2削減費用とポテンシャル推計

SPM C12.1

（部門別、技術別の積み上げ評価から）
✓ 100 $/tCO2eq以下のコストの緩和オプ
ションで、世界全体GHG排出量を2030

年までに少なくとも2019年レベルの半
分に削減しうるだろう（確信度中位）。

✓ その削減ポテンシャルの半分以上は、
20 $/tCO2eq以下

✓後述のように、統合評価モデル（IAM）の
コスト推計とは大きな差異があり、IAMと
比べ楽観的

✓負の費用の意味は？IAMでは、原則、負
の費用はベースライン推計に含まれる。

✓隠れたコストの扱い。割引率の問題

等々

WG3, Fig. SPM.7
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世界の2030年の技術別のCO2削減費用とポテンシャル推計：
注釈

相当多くの注釈が入れられている。

（注釈の例）

✓ 技術進展の想定、地域的な差異、設備
規模などによって、コスト・ポテンシャル
の不確実性は大きい。

✓ 代替元の技術（参照技術）の想定次第で
は、コスト・ポテンシャルは変化する。

✓ VREの系統統合費用は2030年までは

大きくはないと想定し、統合費用は加え
ていない。

✓ 外部費用については加えていない。

✓ 原子力には、放射性廃棄物処分費用は
入っている。（ただし”modeled costs”）

WG3, Fig. SPM.7



IAMsによる各シナリオのCO2限界削減費用（2030年）
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✓ 部門、技術積み上げのコスト評価のFig. SPM7では、2030年の100 $/tCO2eq以下のポテンシャ
ルは、2019年排出量の少なくとも半分と評価（2019年排出量を59 GtCO2eq/yrとすると、29.5 

GtCO2eq/yr）。20 $/tCO2eqで少なくともその半分のポテンシャルとしており44.3 GtCO2eq/yr。
✓ 上記のグラフは、CO2なので、GHGとの2019年時点での差分 14 GtCO2eq/yr程度を単純に追加
すると、100 $/tCO2で、36～47 GtCO2eq/yr程度。20 $/tCO2程度では、49～59 GtCO2eq/yr程
度であり、統合評価モデルIAMの分析と、部門、技術積み上げのコスト評価のFig. SPM7では、か
なり大きな評価のギャップが見られる。（Fig. SPM7はかなり楽観的にコスト・ポテンシャルを推計）

100 $/tCO2

20 $/tCO2

WG3, Fig. 3.33



各シナリオのGDPロスおよび世界の差異
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WG3, Fig. 3.34 

WG3, Fig. 3.35

✓ IAMのシナリオ分析では、費用最小化（＝限界削
減費用世界均等化）を仮定することが多いが、この
とき、低所得国のGDPロスは大きくなりやすい。

✓ 逆にGDPロスを均等化しようとすれば、先進国は、
より大きな限界削減費用の負担が必要になり、そ
れは、産業や炭素のリーケージを生じやすい。⇒
理想的なモデル分析の世界とは別に、現実世界の
費用負担、対策の難しさが存在している。

✓ 2.5℃程度の目標であれば、GDPにプラスと
なる推計も少しは見られるが（多数ではな
い）、2℃（>67%）や1.5℃目標では、GDPに
は負の影響との推計のみ。

✓ 「環境と経済の好循環」は、少なくとも世界全
体としては、また、影響被害緩和の便益を考
慮しなければ、実現しがたい世界である。



統合評価報告書におけるSDGとの関係と緩和ｺｽﾄ・ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ（1/2）
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統合報告書, Fig. SPM.7



統合評価報告書におけるSDGとの関係と緩和ｺｽﾄ・ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ（2/2）
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統合報告書, Fig. SPM.7



統合評価報告書に記載の排出削減率
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統合報告書, Table SPM.XX

WG3, Fig.3.3

（一部のみ掲載）

収集されたシナリオ数

?

2030 2040 2050

GHG排出削減率（2019年比）

?

WG3, Table 3.2 （一部のみ掲載）
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世界の2030年のCO2削減費用とポテンシャル推計：
IPCC第4次（2007年）、第5次（2014年）評価報告書

2019年CO2排出量：45 GtCO2/yr

AR5, Fig. 6.7

2019年CO2排出量：45 GtCO2/yr

AR4, Fig. 3.11

✓ 実際の排出は、過去のベースライン排
出量の上限程度を推移。意欲的な目
標と、実績との間のギャップが広がって
いる。

✓ IAMsの分析は、技術積み上げ評価に

比べると保守的な推計であるが、現実
の世界排出量はIAMs推計よりも、対
策がうまくいっていない。



 IPCC報告書は最新の科学的知見を集約しており、多くの有用な情報の集積となっている。

 一方、報告書本文（承諾）⇒WG報告書政策決定者向け要約（SPM）【一文一文の
政府承認】⇒統合報告書SPM【一文一文の政府承認】となるに従って、字数制約
や、政府、メディア等へのわかりやすさへの配慮によって、「伝言ゲーム」のよう
に、本来、理解を促すための重要な記述が落ちていき、誤った理解を誘発するリス
クの懸念あり

 排出削減費用と削減ポテンシャル推計には、留意が必要。現実世界では、間接的な
費用を含め、様々な「隠れた費用」が存在。それも理解した上で、対応策を考える
ことが重要。現状では、排出削減費用は安価ではない。安価ではないから、世界は
大幅な排出削減に成功していない。WG3のSPMには一定の注記がなされているが、
統合報告書では注記はない。

 統合報告書公表後、メディア等は、IPCCは、1.5℃以内に抑制するには「温暖化ガ
ス排出量を2035年に19年比で60%」減らす必要があると提示したと伝えている。

誤ってはいないが、「伝言ゲーム」で一部の切り取られた情報となっていることが
懸念される。

 気候変動問題、対策は、エネルギー対策・政策と表裏一体。エネルギー対策・政策
は、エネルギー安全保障・安定供給への配慮が必要であるが、統合評価モデルIAM

の分析を含めて、IPCC報告書はどうしても環境効果（排出削減効果）が強調され
やすい。IPCC報告書が、現実の政策との大きなギャップを生まないようにするた
め、より多様な視点での評価が求められる。

まとめ
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